
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 109 

令和 5年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報の科学 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 「新・情報の科学」（日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・1年の「社会と情報」からさらに踏み込んで学習します。また、1年間を通じてたくさんの実習

をしていきます。実習では失敗を恐れずいろいろなことを試し、技能の習得を通して、問題の

発見と解決にどう活かせるか考えるようにしましょう。 

・授業中のプリントやワークシートへの書き込みは、空欄などに正しく記入するだけではなく、 

授業中に気づいたことをどんどん余白に書きこんでいきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

(1)社会を支える情報技術の役割や影響を理解し、情報と情報技術に関する基礎的な知識と技能

を習得する。 

(2)情報技術の進歩が人間や社会に及ぼす影響を理解し、その特性を踏まえた適切なルールやマ

ナー、情報の安全性などに関する基礎的な知識と技能を習得する。 

(3)情報機器や情報通信ネットワークに関する基礎的な知識や技能の習得を通して、問題の発見

と解決に効果的に活用するための科学的な考え方を習得する。 

(4)情報社会の発展に積極的に寄与する能力と態度を身につけ、情報及び情報技術を活用し、自ら

進んで対応しようという意欲を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

社会の情報化が及ぼ

す影響や課題に関心

をもち、問題解決の

ために情報及び情報

技術を活用して、情

報社会の発展に主体

的に寄与する態度を

身につけている。 

身のまわりの問題の

発見・解決のために、

情報及び情報技術の

しくみを科学的にと

らえ、問題の解決策

を適切に判断し表現

している。 

情報機器や情報通信

ネットワークを適切

に活用し、問題を科

学的に解決していく

ための技術を習得し

ている。 

情報及び情報技術

を問題の発見・解決

に効果的に活用す

るための知識を身

に付け、社会におけ

る情報技術の役割

や課題を理解して

いる。 

評
価
方
法 

ワークシートの記述 

行動観察 

実習の成果物 

自己評価・相互評価 

ワークシートの記述 

実習の成果物 

レポート 

自己評価・相互評価 

小テストの結果 

実習の成果物 

小テストの結果 

実習の成果物 

ワークシートの記

述 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
情
報
の
処
理
と
表
現 

〇コンピュータの動作のしく   

 み 

〇ソフトウェアの種類や基本

的なはたらき 

〇数値、文字、音、画像のコ

ンピュータでの表現方法 

〇ディジタルデータの特徴 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

a:アナログとディジタルの特
徴や違い、コンピュータがど
のようなしくみで動作して
いるのか関心を持つことが
できる。コンピュータが数
値、文字、音、画像などをど
のように表現しているか関
心を持つことができる。 

b:論理回路と真理値表との関
係、ハードウェアとソフトウ
ェアとの関係を正しく認識
することができる。数値を 2
進法、10 進法、16 進法であ
らわす方法を理解すること
ができる。標本化、量子化、
符号化のしくみを理解し、ど
の条件が変わるとデータ量
がどのように変化するかを
考えることができる。情報を
ディジタル化することのメ
リットについて考えること
ができる。 

c:学校で利用するコンピュー
タの基本スペックやインス
トールされているOS、アプリ
ケーションを調べることが
できる。2進法、10 進法、16
進法であらわされた数を相
互に変換することができる。
与えられた条件でディジタ
ル化されたファイルのデー
タ量を計算により求めるこ
とができる。文字、画像、動
画、音などをコンピュータで
適切に扱い、目的に応じて統
合することができる。 

d:アナログとディジタルの違
い、コンピュータの基本的な
構成と役割、ハードウェアと
ソフトウェアの役割、コンピ
ュータにおける数値の表現
について理解することがで
きる。文字、音、画像、動画
をコンピュータで扱う方法
について理解することがで
きる。データ圧縮のしくみを
理解することができる。 

行動観察 

ワークシート 

小テスト 

実習の成果
物 

 

１
学
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

〇ネットワークの構成要素 

〇プロトコル 

〇インターネットのしくみ 

〇WWW と電子メール 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇  

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:コンピュータネットワーク
の構成、インターネットでの
情報のやり取りの方法、Web
ページや電子メールがどの
ように情報をやり取りして
いるのかについて関心を持
つことができる。 

b: 個々のプロトコルのはたら
きを踏まえ、それらが階層構
造になっている理由を理解
することができる。 

c:ルールやマナーを守って電
子メールを送受信すること
ができる。 

行動観察 

ワークシート 

小テスト 



 

※令和３年度以前入学生用 

  

     d:コンピュータネットワーク
の構成、通信を行うためのし
くみ、Web ページや電子メー
ルで情報がやりとりされる
しくみを理解することがで
きる。 

 

 

１
学
期 

情
報
シ
ス
テ
ム
が
支
え
る
社
会 

〇情報社会と情報システム 

〇安全な情報社会を目指し  

 て 

〇情報セキュリティ 

〇情報社会における法律 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

a:使いやすくて安全な機器を
考える上で必要な工夫や考
え方に関心を持つことがで
きる。ネットワークを利用し
た犯罪や迷惑行為にどのよ
うなものがあるかを知り、ど
う対処すればよいかに関心
を持つことができる。情報セ
キュリティに関心を持ち、情
報社会に関する法律の目的、
重要性を認識することがで
きる。 

b:情報システムにおける個人
情報の取り扱いについて、メ
リットとデメリットの両面
から考えることができる。機
器の使いやすさや安全性を
高めることがよりよい情報
社会を構築するうえでどの
ように役立つかを考えるこ
とができる。コンピュータや
ネットワークの安全性を脅
かす脅威、暗号化技術につい
て理解し、ネットワーク犯罪
に遭わないための必要な対
策について考えることがで
きる。知的財産や個人情報が
適切に保護される必要があ
る理由を考えることができ
る。著作物を正しく利用する
方法について理解すること
ができる。 

c:必要な情報を得るために、適
切なパスワードを設定する
ことができる。暗号化技術が
使われている Web サイトで
あることを識別することが
できる。引用の際、出所を適
切に表記することができる。 

d:情報システムの仕組みや情
報サービスについて理解し、
社会や人間への影響につい
て理解することができる。よ
りよい情報社会を構築して
いくための考え方を理解す
ることができる。ネットワー
クを利用した犯罪や迷惑行
為の手口について理解する
ことができる。情報社会にお
けるさまざまな法律の目的
や種類、役割、その内容につ
いて理解することができる。 

 

行動観察 

レポート 

発表 

自己評価 

相互評価 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
ズ
（
問
題
解
決
） 

〇問題解決の流れ 

〇問題解決の場面で役立つ

手法 

〇データの分析方法 

〇Web ページ作成を利用し

た問題解決 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇  

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

a:問題解決で利用する手法や
考え方に関心を持つことが
できる。問題解決の一連の流
れに積極的に取り組むこと
ができる。表計算ソフトウェ
アを活用した問題解決に関
心を持っている。web ページ
作成に関心を持ち、意欲的に
取り組むことができる。 

b:情報の信頼性・信憑性を検証
することができる。著作権や
肖像権などの権利に配慮し
て、画像データなどの情報を
集めることができる。  

c:基礎的な統計手法を用いて
データの分析・検証を行うこ
とができる。HTML、CSS を利
用して、ユニバーサルデザイ
ンやアクセシビリティに配
慮したオリジナル Web ペー
ジを作成することができる。 

d:問題解決で活用できる各種
の手法や考え方について理
解することができる。 HTML、
CSSのコードの書き方につい
て理解している。問題解決に
おいて、コンピュータを活用
する方法を理解することが
できる。 

行動観察 

ワークシート 

実習の成果
物 

発表 

自己評価 

相互評価 

２
学
期 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ム 

〇アルゴリズム 

（アルゴロジック 2 を使用） 

 

〇プログラミング 

（Scratch を使用） 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

a:アルゴロジック２、Scratch
に興味を持ち、主体的に取り
組もうとしている。 

b:アルゴロジック２で旗にた
どり着くための最適な行動
について考察している。プロ
グラムがどのような命令で
構成されているか考えてい
る。Scratch を用いて、自
分が意図する動作を表現
し、作成することができ
る。 

c: 基本的なアルゴリズム
を簡単なプログラムで表
すことができる。 

d:アルゴロジックや Scratch
を用いて、プログラムの基本
構造やプログラムの変数と
処理の流れについて理解し
ている。 

行動観察 

ワークシート 

実習の成果
物 

 

３
学
期 

モ
デ
ル
化
と
問
題
解
決 

〇モデル化とシミュレーショ  

ン 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 〇 〇 a:モデル化とシミュレーショ
ンの手法、表計算ソフトウェ
アを用いたシミュレーショ
ンに関心を持ち、意欲的に取
り組むことができる。 

b:身のまわりの身近な事象に
ついての問題に関してシミ
ュレーションを用いて解決
する方法を考えることがで
きる。 

c:表計算ソフトウェアを用い
てシミュレーションの例題
に取り組むことができる。 

d:モデル化やシミュレーショ
ンの手法が、問題解決の場面
で有効に活用できることを
理解することができる。 

行動観察 

ワークシート 

実習の成果
物 



 

※令和３年度以前入学生用 

〇情報の蓄積・管理とデー

タベースのしくみ 

〇 〇 〇 〇 a:データベースの役割につい
て関心を持つことができる。
データベースの実習を積極
的に行っている。 

b:現実社会において、データベ
ースが求められる理由、活用
されている場面を考えるこ
とができる。 

c: 「sAccess」を使って簡単な
データベースを作成するこ
とができる。 

d:データベースの基本的な操
作や正規化の手順について
理解することができる。 

行動観察 

ワークシート 

実習の成果
物 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 


